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《 輸入大豆 》 

１６／１７年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が３月９日発表した、１６／１７年度の世界大豆生産・需給予測によれば、ブラ

ジルでの増産を反映し、生産量は前回比１.２％増の３億４，０７９万トンとなりました。 

期初在庫の減少や需要量が増加した一方で、生産量の増加がそれを上回り、期末在庫は前回

比３.０％増の８，２８２万トンと上方修正となっています。 

 また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、単収・生産高は前回から変わらず、

供給量は据え置かれました。需要量は国内搾油が前回から増加したものの、輸出が減少したこ

とで在庫率が前回比０.４％増の１０.６％に上方修正されています。 

 

１６/１７年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億４，０７９万ｔ （対前年比     ８.９％増） 

消 費 量 ３億３，１７０万ｔ （対前年比     ５.３％増） 

期末在庫量 ８，２８２万ｔ   （対前年比     ８.１％増） 

期末在庫率 ２５.０％      （対前年度差 ０.６ポイント増） 

１６/１７年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,７２１万ｔ （対前年比     ９.７％増） 

消 費 量 ５，６２９万ｔ   （対前年比     ３.０％増） 

輸 出 量 ５，５１１万ｔ   （対前年比     ４.６％減） 

期末在庫量 １，１８４万ｔ   （対前年比   １２１.３％増） 

期末在庫率 １０.６％     （対前年度差 ５.６ポイント増） 

 

〇17年産米国大豆作付面積予測、史上最高を更新か 

 アメリカ農務省がこのほど開いた今年の農業展望会議で報告された１７年産米国大豆の作

付面積予測は、前年比５．５％増の８，８００万エーカーと史上最高を更新する見通しとなっ

ています。現在の相場の値位置や生産コストからすると、大豆は競合関係にあるトウモロコシ

と比べて収益が比較的有利なことや、中国向け輸出需要も堅調なことなどから、作付面積は拡

大すると見られています。 

  

〇中国 組み換え作物の商業生産へ前進 

 昨年１１月号で既報の通り、中国政府が遺伝子組み換え作物の商業生産本格化へ向けて前進

しています。昨年に安全管理手法に関する規定を１４年ぶりに改訂したのに続き、今年は試験

栽培を行う６カ所の試験場を認定しました。５カ年計画の最終年度である２０２０年までに大

豆やトウモロコシ、綿花の実用化を目指しています。しかし大農業地帯にある黒竜江省が遺伝

子組み換え作物の栽培禁止を宣言するなど、国民の理解は十分ではないようです。導入に向け

ては管理をどこまで徹底できるかが焦点になっています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２８年産国産大豆入札情報 

 平成２８年産国産大豆の２月の入札結果が、日本特産農産物協会より発表されました。 

それによると、上場数量１万０，１３４トンで、落札数量が５，１６９トン、落札率は５１％

という結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／９，７００円となり、前月と比較する

と、６０ｋｇ／３６９円値上がりしました。 

 普通大豆の銘柄別では、九州産フクユタカや北海道産とよまさりが前月から若干値下がりし

たもの、青森県産おおすずや秋田県産リュウホウは前月と比べ値上がりしました。 

 今回の入札では集荷見込みの下方修正もあり、一部で九州産を中心に価格高騰の可能性も伝

えられましたが、それでも収穫量は十分あり影響は大きくありませんでした。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １６年 １２月   ５，００９ｔ    ２，０２０ｔ     ４０％  

  １７年  １月   ７，１７８ｔ    ３，５６３ｔ     ５０％  

  １７年  ２月  １０，１３４ｔ    ５，１６９ｔ     ５１％  

                                                 

    合 計   ２２，３２１ｔ   １０，７５２ｔ     ４８％ 

 

〇２８年産大豆収穫量は３％減の２３．５万ｔ、北海道など大幅減－農水省 

 農水省はこのほど２８年産国産大豆の収穫量を、前年比３％減の２３万５，５００ｔと発表

しました。作付面積は水稲や小豆などからの転作により、６％増の１５万 ha に拡大したもの

の、単収は天候不順の影響により北海道を中心に生育が悪化したため低下しました。また、東

北では作付面積は４％増加したものの、単収が３％減となったため、ほぼ前年並みの結果とな

りました。 

 

《 トピックス 》 

〇大阪府豆腐油揚商工組合主催 ２８年産ミヤギシロメ試作会 

同組合青年部が中心となり、２８年産ミヤギシロメの試作会が３月１９日に行われました。 

他県からは京都・奈良・福井・岡山から参加された方もおり約４０人の豆腐職人が集結。弊社

からの選りすぐりの生産者のミヤギシロメ７種類(５生産組合)の品質を吟味して頂きました。 

評価の程は『甘さはすべてしっかりして 

いる』と高評価であり、中でも特異なコク 

・旨味を感じられる生産者もあり、新たな 

発見と手応えを感じられる結果となりまし 

た。産地のブランド化が進んだ瞬間です^^ 


